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◆◆◆◆研究研究研究研究キーワードキーワードキーワードキーワード                                                                                                                                            

  Labor Economics ／ Female Labor Supply ／ Family Formation ／ Social Protection System ／ 

Econometrics     

◆◆◆◆主要業績主要業績主要業績主要業績                                                                                                                                総数総数総数総数（（（（9999））））件件件件    

・Nobuko Nagase(1997) "Wage Differentials and Labor Supply of Married Women in Japan: Part ｰ time and 

Informal Sector Work Opportunities" The Japanese Economic Review Vol.48. No.1,  

pp.29 ｰ 42. 

・永瀬伸子・村尾裕美子（2005）「社会保障や税制等は家族・家族形成に影響を与えるか－日本の社会的保護の仕

組みが持つ特定タイプの家族へのバイアス」『季刊社会保障研究』第 41巻第 2号 137－149頁。 

・Nobuko Nagase(1997) "Wage Differentials and Labor Supply of Married Women in Japan: Part ｰ time and 

Informal Sector Work Opportunities" The Japanese Economic Review Vol.48. No.1, pp.29 ｰ 42. 

◆◆◆◆研究内容研究内容研究内容研究内容                                                                ◆◆◆◆教育内容教育内容教育内容教育内容                                                                    

労働経済学の分析枠組みを用いて、労働、結婚、出

産行動と就業との関係、家族形成、さらには、社会

的保護の仕組み（年金、保育、介護、失業等に対す

る保護の仕組み）の在り方について研究をしていま

す。労働の分野では、就業選択、雇用形態、労働時

間、非正規雇用と正規雇用の格差、労働組合をテー

マとして研究しています。 

 2005年は内閣府男女共同参画局の依頼でモデル

ケースワーキングチームとして日本の税制・社会保

障制度の変更が労働供給にどのような影響を与える

か、全国消費実態調査の個票と賃金センサスとを組

み合わせて計量分析をしましたが、作成した報告書

をもとに論文としてより精緻にしました。 

 また 21世紀 COEプログラムジェンダー研究のフ

ロンティアにおいて、北京、ソウルのパネル調査を

実施、東アジアの女性と就業を日本と比較していま

すが、その調査をまとめ、また国際学会(韓国、スウ

ェーデン、カナダ）で発表しました。また労働組合

とジェンダーの調査に参加し分析をしました。 

「労働経済学」「社会保障論」「労働経済学演習」、「労働

論」等を大学、大学院で教えています。学部前期は標準

的な労働経済学の講義をします。雇用と労働時間、失業

と職探し、離転職や引退、労使関係、雇用者保護の社会

制度などについて、また企業内の昇進や賃金制度などで

す。私自身の研究テーマが、女性労働と家族、社会的保

護の制度ですので、「労働経済学各論」は、女性に関心を

絞り女性がなぜ昇進しないか企業組織と女性意識につい

てケースを輪読をしながら討論しました。大学院前期は

中国留学生が 5人も受講してくれたので中国の労働市場

の発展と社会階層をテーマとしました。大学院後期は労

働の分析に加えて、計量経済学とパネル分析手法を学び

合いました。また学部専門英語では native speakerとの

team teachingに挑戦しました。 学外出講として東京

大学経済学部で「社会保障」を教えました。また東京労

働大学では企業の人事部等のサラリーマンを相手に女性

労働の現状について講義をし、総務省統計研修所では統

計を用いた計量分析の講義をしました。 
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◆◆◆◆Reseach PursuitsReseach PursuitsReseach PursuitsReseach Pursuits                                                                                                                                            

My research field is in Labor Economics: Female labor supply in Japan and the social protection system surrounding work 

and family. I also do researches in marriage timing and birth timing and work choices. I do empirical analysis using 

econometrics. 

◆◆◆◆将来将来将来将来のののの研究計画研究計画研究計画研究計画・・・・研究研究研究研究のののの展望展望展望展望                                                                                                                     

COEジェンダー研究のフロンティアで、北京およびソウルのパネル調査の実施にかかわっていますので、これらの

他の東アジア諸国の女性労働と家族とのかかわりを日本と対比し、さらに欧米諸国と対比した上で、社会的保護の

制度のあり方について考察したいと考えています。その際には少子化、家族、労働供給、社会保障などをキーワー

ドとします。 

◆◆◆◆共同研究可能共同研究可能共同研究可能共同研究可能テーマテーマテーマテーマ・・・・今後実用化今後実用化今後実用化今後実用化したいしたいしたいしたいテーマテーマテーマテーマ                                                                                        

・少子化と女性労働 

・税制・社会保障・雇用ルールを含めた社会的保護のあり方の制度の比較研究 

・賃金構造と失業 

◆◆◆◆受験生等受験生等受験生等受験生等へのへのへのへのメッセージメッセージメッセージメッセージ                                                                                                                                

女性が働くことと、社会的な制度のあり方、さらには社会規範や家族のあり方は深くかかわっています。仕事と家

族の両立支援策は、1990年代から行われているように見えますが、なぜ実効を伴わないのでしょう。なぜ日本の女

性の出産離職は今でも大変高いのでしょうか。そのメカニズムについて一緒に考えてみましょう。企業の賃金制度

や雇用慣行、法律の枠組み、文化的な土台や家族の価値規範、税制や社会保障制度、それぞれはどのような役割を

果たしているのでしょうか。実際に制度を調べ、聞き取りをし、あるいはデータ分析を行うことで、要因を明らか

にするのが私の研究です。また私の属する講座や大学院のコースには、この問題を考える幅を広げる学際的な土壌

があり、この問題を真摯に考える人には良い場所を提供すると思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


